







――“ Engaged Buddhism” をめぐって――
大正大学 特任教授


























Buddhism” をめぐってなされている。そこで、この “Engaged Buddhism” をめぐる議論から、この仏教の社会的な
役割を考える立場について考えてみよう。
１，“Engaged Buddhism” とは
“Engaged Buddhism” という用語は、ベトナムの禅僧である Thich Nhat Hanh が、1963 年に、ベトナムの多く
の僧侶や信者たちが、ベトナム戦争に抗議して焼身自殺をしたことを契機として、社会に対して積極的に活動する





これが欧米でも注目されるようになり、1990 年にアメリカ宗教学会（American Academy of Religion）で、こ
の “Engaged Buddhiam” がテーマとして取り上げられた。このパネルをもとにして、Queen と King の共編による
論文集が 1996 年に出版 4）されて以降、多くの論考が公刊されている5） 。
こうした欧米での論考に影響されて、日本でも、阿満（2003）などによる、直接的に “Engaged Buddhism” を
論じる著作が発表される6）とともに、日本で社会的に活動している仏教者を取り上げた著作 7）や、そうした活動を
している仏教者の著作も公刊され始めている8）。
こうして注目される端緒となった Queen と King の共編による論文集で取り上げられた活動は、以下の八つである。
１，Dr. Ambedkar の人権（Untouchable）解放運動
２，TBMSG のダンマ革命
３，Ariyaratne の Sarvodaya Shramadana 運動
４，Buddhadasa Bhikkhu の Suan Mokkh（解脱の園）運動
５，Sulak Sivaraksa の社会改良運動
６，ダライラマとチベット解放運動
７，Thich Nhat Hanh と Tiep Hien（相即）教団
８，日本の創価学会
このうち、日本の創価学会に関しては、Queen 自身も、論文集の序文の中で、“Engaged Buddhism” として取り
扱うべきか議論のあるところであると認めているので、これを除外して考えてみると、いずれも、仏教の思想を大
胆に、かつ現代的に読み替え、仏教の理念に基づいて社会を変えていこうとしているところに特徴があるように見
える。このことから、Queen は、この論文集の副題を “Buddhist Liberation Movements in Asia”（アジアにおける
仏教の解放運動）としている。つまり、“Engaged Buddhism” を仏教の解放運動と捉えているのである。
解放運動とは、貧困や抑圧からの解放を目指した解放の神学に根ざした社会変革運動である。そのため、Queen
をはじめとした欧米の研究者たちは、解放の神学の仏教版として “Engaged Buddhism” を見ようとしていたのであ
る。つまり、Queenたちは、近代に対応した、まったく新しい仏教の形を“Engaged Buddhism”に見いだしたのである。
これに対して、こうした仏教の社会的な活動は決して新しいものではなく、仏教の伝統に根ざしたものであると




























史的復元（historical reconstruction）」であるとする批判 11）がある。これは、Jones（1989）が批判 12）する、「経
典の社会的教説を無批判に現代社会に転嫁する」ことや、「仏が民主主義者であったとか、国際主義者であったと
主張する」ことなどのような、仏教の教説を、安易に現代社会に読み替えることへの批判である。これによって、
Yarnell のいう “Modernist” は、近代に特有の問題に仏教が関わることはできないという立場を鮮明にする。

















動を仏教の伝統に根ざしているものと考えており、Yarnell によって “Traditionist” に位置づけられている。逆に、
“Modernist” に位置づけられているのは、Queen をはじめとした西洋の研究者たちがほとんどである。つまり、仏
教の社会的な役割を考えるとき、両者の違いは、仏教の伝統に基づいた仏教の活動の中に見いだしているのか、社




















りるしかないだろう。“Modernist” の見解は、このような通過点としての社会変革に “Engaged Buddhism” の目的
を見いだし、そこに西洋からの強い影響を見いだしたことから生まれたものであろう。
こうしたことから、Queen と共に “Engaged Buddhism” の編集に加わった King（2009）は、“Engaged Buddhism”
が基本的に伝統的な仏教の教説に基づいているとしながら、そこにキリスト教の慈善事業や西洋の社会科学などか










ない。日本でも、こうした “Engaged Buddhism” とつながるような社会的活動を行っている事例が報告されている。
そこで、次に、この議論を踏まえて、日本の場合についても見ていくことにしよう。
３，日本の仏教者の社会活動の現状と課題
日本の “Engaged Buddhism” として紹介されているのは、前述の創価学会や、ムコパディヤーヤ（2005）16）が扱っ
た法音寺・立正佼成会など、新宗教系の団体である。末木（2006）は、こうした新宗教系の教団の方が、伝統教
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